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要 約 ： 要 約 ：【 目 的 】 近 赤 外 線 分 光 法 に よ る 脳 組 織 酸 素 飽

和 度 ( r S O 2 )に 影 響 す る 指 標 を 調 査 し た 。【 方 法 】麻 酔 中 r S O 2

を 測 定 し た 症 例 ： 肺 腫 瘍 に 対 す る 肺 葉 切 除 術 群 （ L T 群 、

n = 5 0 )、腹 部 大 動 脈 瘤 に 対 す る Y 型 人 工 血 管 置 換 術 群（ A A A

群 、 n = 4 2 )、 胸 腹 部 大 動 脈 瘤 に 対 す る 胸 腹 部 人 工 血 管 置 換

術 群 （ T A A A 群 、 n = 4 3 )を 対 象 と し 、 r S O 2 に 影 響 す る 呼 吸 ・

循 環・代 謝 指 標 を 重 回 帰 分 析 に よ り 検 討 し た 。【 結 果 】r S O 2

に 影 響 す る 指 標 は L T 群 で ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度（ H b）・ P a O 2 ・

P a C O 2 、 A A A 群 で H b・ 上 大 静 脈 血 酸 素 飽 和 度 、 T A A A 群 で 体

温・混 合 静 脈 血 酸 素 飽 和 度 で あ っ た（ p < 0 . 0 1）。ま た 、r S O 2

に 最 も 影 響 す る 指 標 は L T 群 で P a O 2 、 A A A 群 で H b、 T A A A

群 で 体 温 で あ っ た （ p < 0 . 0 1）。【 結 語 】 脳 の 酸 素 化 を 維 持

す る た め に は H b・ P a O 2・ P a C O 2・ 体 温 の 制 御 が 重 要 で あ る

可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

＜ 3 9 2 文 字 ＞  
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O b j e c t i v e :  To  i n v e s t i g a t e  w h i c h  v i t a l  s i g n s  a r e  r e l e v a n t  

t o  c e r e b r a l  o x y g e n a t i o n  u s i n g  n e a r  i n f r a r e d  

s p e c t r o s c o p y  ( r S O 2 )  a s  a n  i n d e x .  M e t h o d s :  S u b j e c t s  

w e r e  s u r g e r y  p a t i e n t s  w h o  w e r e  m a n a g e d  u s i n g  r S O 2  

m o n i t o r i n g  u n d e r  a n e s t h e s i a .  S u b j e c t s  i n c l u d e d  p a t i e n t s  

w h o  h a d  s u f f e r e d  l u n g  t u m o r s  w i t h  r e s e c t e d  l u n g  l o b e s  

( LT  g r o u p :  n = 5 0 ) ,  t h o s e  w h o  s u f f e r e d  a b d o m i n a l  a o r t i c  

a n e u r y s m s  a n d  w h o  u n d e r w e n t  Y - t y p e  b l o o d  v e s s e l  g r a f t s  

( A A A  g r o u p :  n = 4 2 ) ,  a n d  t h o s e  s u f f e r i n g  f r o m  t h o r a c i c  

a b d o m i n a l  a o r t i c  a n e u r y s m s  a n d  w h o  u n d e r w e n t  t h o r a c i c  

a n d  a b d o m i n a l  b l o o d  v e s s e l  p r o s t h e s i s  i m p l a n t a t i o n  

( TA A A  g r o u p :  n = 4 3 ) .  W e  i n v e s t i g a t e d  t h e  p e r i o p e r a t i v e  

v a l u e s  o f  r e s p i r a t o r y  a n d / o r  c i r c u l a t o r y  i n d i c e s  

r e t r o s p e c t i v e l y ,  a n d  i n v e s t i g a t e d  t h e i r  c o r r e l a t i o n s  w i t h  

r S O 2  v a l u e s  b y  m u l t i p l e  r e g r e s s i o n  a n a l y s i s .  R e s u l t s :  

T h e  i n d i c e s  f o u n d  t o  a f f e c t  r S O 2  v a l u e s  w e r e  b l o o d  

h e m o g l o b i n  c o n c e n t r a t i o n  ( H b ) ,  P a O 2  a n d  P a C O 2  i n  t h e  

LT  g r o u p ;  H b  a n d  S c v O 2  i n  t h e  A A A  g r o u p ;  b o d y  

t e m p e r a t u r e  ( B T )  a n d  S v O 2  i n  t h e  TA A A g r o u p .  

C o n c l u s i o n s :  W e  b e l i e v e  t h a t  H b ,  P a O 2 ,  P a C O 2  a n d  B T  
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a r e  i m p o r t a n t  i n d i c e s  f o r  m a i n t a i n i n g  a p p r o p r i a t e  b r a i n  

o x y g e n a t i o n .  

< 1 5 9  w o r d s >  
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目  的  

 

集 中 治 療 を 要 す る 患 者 で は 循 環 機 能 や 肺 酸 素 化 能 の 変

動 が 起 こ り や す く 、 脳 梗 塞 や 虚 血 性 心 疾 患 等 、 基 礎 疾 患

と し て 血 流 障 害 が あ る 臓 器 ・ 組 織 を も つ 患 者 で は 更 な る

虚 血 を 起 こ し や す い 。 特 に 中 枢 神 経 系 の 虚 血 に よ る 障 害

は 集 中 治 療 患 者 の 合 併 症 と し て 重 要 視 さ れ て お り 、 最 近

で も そ の 予 防 法 や 早 期 発 見 の た め の モ ニ タ リ ン グ に 関 す

る 報 告 が 散 見 さ れ る 1 ) 2 ) 。 近 赤 外 線 分 光 法 ( n e a r  i n f r a r e d  

s p e c t r o s c o p y ,  N I R S )に よ る 脳 酸 素 化 モ ニ タ ー は 非 侵 襲 的

か つ 簡 便 に 脳 の 酸 素 化 状 態 を モ ニ タ ー で き る た め 広 く 臨

床 応 用 さ れ つ つ あ る 。 今 回 、 分 離 肺 換 気 に よ り 肺 酸 素 化

能 が 著 し く 低 下 す る 肺 腫 瘍 の 手 術 、 大 動 脈 の 遮 断 ・ 解 除

に よ り 循 環 動 態 が 大 き く 変 動 す る 腹 部 大 動 脈 瘤 手 術 お よ

び 術 中 低 体 温 に す る 胸 腹 部 大 動 脈 置 換 術 患 者 を 対 象 と し

て 近 赤 外 線 分 光 法 に よ る 脳 組 織 酸 素 化 指 標 と 呼 吸 ・ 循 環

動 態 お よ び 体 温 の 術 中 変 動 に つ い て 解 析 し 、 こ れ ら の 関

連 性 に つ い て 検 討 し た 。  

 

対 象 と 方 法  

 

 本 研 究 は 後 ろ 向 き 研 究 で あ り 、 岩 手 医 科 大 学 倫 理 委 員

会 の 承 認 の 下 施 行 し た （ 承 認 番 号 ： H 2 4 - 2 1 7）。  

1 )対 象  

2 0 0 2 年 1 0 月 ～ 2 0 1 1 年 9 月 の 約 9 年 間 に 岩 手 医 科 大 学

附 属 病 院 お よ び 附 属 循 環 器 医 療 セ ン タ ー で 施 行 さ れ た 以

下 の 予 定 手 術 患 者 の う ち 、 麻 酔 中 脳 組 織 酸 素 飽 和 度 モ ニ

タ ー を 装 着 し て 管 理 し た 症 例 を 対 象 と し た 。 脳 梗 塞 や 意

識 障 害 の 既 往 が あ る 患 者 は 除 外 し た 。  

L T 群 ： 肺 腫 瘍 に 対 す る 開 胸 に よ る 肺 葉 切 除 患 者  

A A A 群：腎 動 脈 よ り 尾 側 の 腹 部 大 動 脈 瘤 に 対 す る 開 腹 に

よ る Y 型 人 工 血 管 置 換 術 患 者  
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T A A A 群 ： 胸 腹 部 大 動 脈 瘤 に 対 す る 人 工 心 肺 を 用 い た 開

胸 ・ 開 腹 に よ る 胸 腹 部 人 工 血 管 置 換 術 患 者  

2 )麻 酔 方 法  

硬 膜 外 麻 酔 併 用 の 全 身 麻 酔 ま た は 全 身 麻 酔 単 独 で 行 わ

れ た 。 麻 酔 中 各 群 と も I N V O S  5 1 0 0 ® ( S o m a n e t i c s ,  T r o y ,  

U S A )に よ る 脳 組 織 酸 素 飽 和 度 (以 下 r S O 2 )を 連 続 モ ニ タ ー

し た 。 r S O 2 セ ン サ ー は 患 者 の 前 額 部 に 貼 付 し 、 左 右 に 貼

付 し た 場 合 は 両 側 の 平 均 値 を 採 用 し た 。 L T 群 ・ A A A 群 で

は 、 動 脈 ラ イ ン に E d w a r d s  L i f e s c i e n c e  ( U S A ) 社 製

F l o T r a c ®セ ン サ ー を 接 続 し 、動 脈 圧 波 形 心 係 数 ( a r t e r i a l  

p r e s s u r e  - b a s e d  c a r d i a c  i n d e x： A P C I )お よ び １ 回 拍 出

量 変 化 率 （ s t r o k e  v o l u m e  v a r i a t i o n ： S V V） を モ ニ タ ー

し た 。 ま た A A A 群 で は こ れ に 加 え 右 内 頸 静 脈 よ り P r e S e p

カ テ ー テ ル ®（ E d w a r d s  L i f e s c i e n c e s ,  C A ,  U S A ） を 挿 入

し 、 上 大 静 脈 血 酸 素 飽 和 度 ( S c v O 2 )お よ び 中 心 静 脈 圧

（ C V P） を モ ニ タ ー し た 。 T A A A 群 で は 、 右 内 頸 静 脈 よ り

肺 動 脈 カ テ ー テ ル （ p u l m o n a r y  a r t e r i a l  c a t h e t e r :  P A C ）

を 挿 入 し 、 肺 動 脈 圧 ( p u l m o n a r y  a r t e r i a l  p r e s s u r e :  

P A P )・ 心 係 数 （ c a r d i a c  i n d e x :  C I） お よ び 混 合 静 脈 血 酸

素 飽 和 度 （ S v O 2 ） を モ ニ タ ー し た 。 ま た 、 人 工 心 肺 下 大

動 脈 遮 断 中 に 脊 髄 保 護 目 的 で 約 2 8° C の 低 体 温 麻 酔 を 併

用 し た 他 、 脊 髄 腔 ド レ ナ ー ジ も 施 行 し た 。 麻 酔 中 は 適 宜

採 血 を 施 行 し 、 動 脈 血 ガ ス 分 析 を 測 定 し た 。  

3 )調 査 項 目  

麻 酔 記 録 表 よ り 麻 酔 中 の 同 時 刻 に 記 録 さ れ た r S O 2 、 心

拍 数 ( h e a r t  r a t e :  H R )、 平 均 動 脈 圧 ( m e a n  a r t e r i a l  

p r e s s u r e :  M A P )、 C V P、 A P C I、 C I、 S V V、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃

度 ( b l o o d  h e m o g l o b i n  c o n c e n t r a t i o n :  H b ) 、 P a O 2 、P a C O 2 、

乳 酸 濃 度（ s e r u m  l a c t a t e  c o n c e n t r a t i o n：  L A C）、S c v O 2 、

S v O 2 、 体 温 ( b o d y  t e m p e r a t u r e :  B T ) の 値 を 調 査 し 、 r S O 2

と 各 指 標 と の 関 係 に つ い て 解 析 し た 。 ま た 、 診 療 録 よ り

術 後 の 痙 攣・意 識 障 害 等 の 神 経 学 的 異 常 に つ い て 調 査 し 、



- 7 - 

 

術 中 の r S O 2 値 と の 関 連 性 に つ い て 検 討 し た 。  

4 )統 計 学 的 推 計  

数 値 は 全 て 平 均 値 ±標 準 偏 差 で 示 し た 。 群 間 比 較 に は

対 応 の な い t 検 定 お よ び χ 2 検 定 を 用 い た 。ま た 、各 群 に

お い て r S O 2 を 従 属 変 数 、 他 の 指 標 を 独 立 変 数 と し た 重 回

帰 分 析 を ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 に よ り 行 っ た 。 統 計 解 析 に は

S P S S  f o r  W i n d o w s  （ v e r .  1 5 . 0） を 使 用 し 、 p < 0 . 0 1 を 有

意 水 準 と し た 。  

 

結  果  

 

L T 群 5 0 例 、 A A A 群 4 2 例 、 T A A A 群 4 3 例 が 対 象 と な っ

た 。 患 者 背 景 で は T A A A 群 に お い て 手 術 時 間 ・ 麻 酔 時 間

が 他 群 と 比 較 し て 有 意 に 長 か っ た ( p < 0 . 0 1、 T a b l e  1 )。  

T a b l e  2 に 各 群 に お け る 麻 酔 中 の r S O 2 値 を 示 す 。 T A A A

群 で A A A 群 と 比 較 し て 平 均 値 が 高 か っ た（ p < 0 . 0 1、T a b l e  

1）。  

T a b l e  3 - 5 に r S O 2 と 各 指 標 と の 相 関 関 係 を 示 す 。 L T

群 で は H b、 P a O 2 、 P a C O 2 と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 関 係 が

あ っ た （ T a b l e  3、 p < 0 . 0 1）。 A A A 群 で は S c v O 2 、 H b と の

間 に 有 意 な 正 の 相 関 関 係 を 認 め た （ T a b l e  4、 p < 0 . 0 1）。

T A A A 群 で は S v O 2 と の 間 に 正 の 相 関 関 係 、 B T と の 間 に 負

の 相 関 関 係 を 認 め た （ T a b l e  5、 p < 0 . 0 1）。  

T a b l e  6 に 各 群 の 重 回 帰 分 析 結 果 を 示 す 。 L T 群 で は 独

立 変 数 と し て H R、M A P、A P C I、H b、P a O 2 、P a C O 2 を 投 入 し 、

H R、 M A P、 A P C I  は 除 外 さ れ た（ T a b l e  6 上 段 、決 定 係 数 ：

R 2 = 0 . 3 7 7、分 散 分 析：p < 0 . 0 0 0 1、D u r b i n - W a t s o n 比：1 . 6 1 4）。

A A A 群 で は 独 立 変 数 に H R、M A P、C V P、A P C I、S c v O 2 、S V V、

L A C、 H b を 投 入 し 、 S c v O 2 、 H b  以 外 は 除 外 さ れ た （ T a b l e  

6 中 段 、 R 2 = 0 . 2 3 7、 分 散 分 析 ： p < 0 . 0 0 0 1、 D u r b i n - W a t s o n

比 ： 1 . 8 5 8）。 T A A A 群 で は 独 立 変 数 に B T、 H R、 M A P、 C I、

S v O 2 を 投 入 し 、 B T、 S v O 2 以 外 は 除 外 さ れ た （ T a b l e  6 下
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段 、R 2 = 0 . 3 3 2、分 散 分 析 ： p < 0 . 0 0 0 1、 D u r b i n - W a t s o n 比 ：

2 . 0 6 5）。 な お 、 共 線 性 の 診 断 で は い ず れ の 群 に お い て も

除 外 さ れ な か っ た 独 立 変 数 間 で の 明 ら か な 相 関 は 認 め

な か っ た 。  

術 後 状 態 に つ い て は 、 L T 群 ・ A A A 群 で は 明 ら か な 神 経

学 的 異 常 を 認 め た 症 例 は な か っ た 。 T A A A 群 で は 4 3 例 中

6 例 ( 1 4 % )に 術 後 神 経 学 的 異 常 を 認 め た 。神 経 学 的 異 常 所

見 と し て は 、 痙 攣 が 3 例 、 脳 梗 塞 2 例 、 意 識 障 害 1 例 で

あ っ た 。T A A A 群 の 中 で 術 後 神 経 学 的 異 常 を 認 め な か っ た

群 と 認 め た 群 と の 比 較 を T a b l e  7 に 示 す 。 術 後 神 経 学 的

異 常 を 呈 し た 群 は 正 常 で あ っ た 群 と 比 較 し て 高 齢 で あ

り 、麻 酔 中 の r S O 2 の 最 高 値 が 低 く 、手 術 時 間 ・ 麻 酔 時 間

は 短 か っ た ( T a b l e  7、 p < 0 . 0 1 )。  

 

考  察  

 

急 性 肺 障 害 や 心 機 能 障 害 、 大 量 出 血 に よ る 貧 血 患 者 で

は 酸 素 運 搬 能 が 低 下 し て い る た め 低 酸 素 脳 症 に 陥 り や す

い 。 ま た 、 人 工 心 肺 ( c a r d i o p u l m o n a r y  b y p a s s ,  C P B )や 経

皮 的 心 肺 補 助 装 置 （ p e r c u t a n e o u s  c a r d i o p u l m o n a r y  

s u p p o r t ,  P C P S） で は 生 理 的 な 心 臓 ・ 大 動 脈 の 収 縮 に よ る

拍 動 流 で は な く 、 ロ ー ラ ー ・ ポ ン プ や 遠 心 ポ ン プ に よ る

非 拍 動 流 に よ り 血 流 が 維 持 さ れ る た め 血 流 障 害 が あ る 臓

器 ・ 組 織 で は 虚 血 に 陥 り や す い 。 C P Bや P C P Sに 伴 う 中 枢 神

経 系 の 虚 血 に よ る 障 害 は 心 臓 大 血 管 手 術 お よ び 集 中 治 療

中 の 合 併 症 と し て 重 要 視 さ れ て お り 、 最 近 で も そ の 予 防

法 や 早 期 発 見 の た め の モ ニ タ リ ン グ に 関 す る 報 告 が み ら

れ る 3 ) ～ 6 ) 。 こ れ ら か ら も 集 中 治 療 に お い て 脳 の 酸 素 化 を

維 持 す る た め の 適 切 な 全 身 管 理 法 を 明 ら か に す る こ と は

意 義 が あ る 事 と い え る 。  

脳 虚 血 の 予 防 措 置 と し て は 、 低 体 温 に す る こ と と 脳 血

流 量 を 多 く 保 つ こ と が 挙 げ ら れ る 7 ) 8 ) 。 低 体 温 に す る こ と



- 9 - 

 

に よ り 組 織 の 酸 素 消 費 量 は 抑 制 さ れ る た め 虚 血 に よ る 細

胞 障 害 は 起 き に く い と さ れ る 。 一 方 、 低 体 温 で は 血 小 板

機 能 や 凝 固 因 子 活 性 が 阻 害 さ れ 出 血 傾 向 と な り や す く な

る た め 手 術 患 者 や 出 血 が あ る 外 傷 患 者 で は 不 利 で あ る 。

さ ら に 薬 物 代 謝 が 遅 く な る た め 鎮 静 か ら の 覚 醒 は 遅 く な

り 、覚 醒 時 に s h i v e r i n gを 生 じ 酸 素 消 費 量 が 亢 進 し て し ま

う 等 の 弊 害 も 起 こ り 得 る 。 現 在 、 脳 保 護 の た め に 必 要 な

体 温 低 下 に 関 す る 明 白 な 指 針 は な い 。 そ の た め 体 温 を 過

剰 に 低 下 さ せ る こ と に よ る t i m e  l o s sや 凝 固 障 害 等 の 副 作

用 、 或 い は 低 体 温 療 法 を 施 行 す る 手 技 の 繁 雑 性 お よ び

c o s t  u pが 生 じ て い る 。 ま た 、 脳 血 流 量 を 多 く す る た め に

は 血 圧 を あ る 程 度 高 く 維 持 す る こ と が 推 奨 さ れ て い る が 、

血 圧 を 高 め る こ と は 脆 弱 化 し た 血 管 の 破 綻 や 後 負 荷 増 大

に よ る 心 筋 酸 素 消 費 量 上 昇 等 の 懸 念 が あ る 。  

今 回 の 検 討 で は 、 麻 酔 中 の r S O 2 値 は T A A A群 で A A A群 と 比

較 し て 平 均 値 が 高 か っ た（ T a b l e  2、 p < 0 . 0 1）。こ れ は T A A A

群 に お い て 麻 酔 中 低 体 温 に し た た め 、そ の 間 の r S O 2 値 が 高

め で 推 移 し た た め と 考 え ら れ る 。r S O 2 と 相 関 関 係 を 示 し た

バ イ タ ル サ イ ン と し て L T群 で は H b、 P a O 2 、 P a C O 2 が 、 A A A

群 で は H b、S c v O 2 、T A A A群 で は B Tと S v O 2 が 挙 げ ら れ た（ T a b l e  

3 - 5、 p < 0 . 0 1）。 重 回 帰 分 析 で は L T群 で r S O 2 = 3 7 . 4 4 1 + 1 . 0 3 2  

x H b + 0 . 0 3 7 x  P a O 2 + 0 . 2 9 9 x P a C O 2 、A A A群 で r S O 2 = 1 6 . 3 6 9 + 2 . 3 9 6  

x H b + 0 . 2 5 x  S c v O 2 、T A A A群 で r S O 2 = 1 3 1 . 8 7 5 - 2 . 3 1 9 x B T  + 0 . 2 2 5  

x S v O 2 と い う 関 係 が 認 め ら れ た （ T a b l e  6）。 さ ら に 、 標 準

化 係 数 （ β ） に 注 目 し て み る と L T群 で は P a O 2 、 A A A群 で は

H b、T A A A群 で は B Tが 高 か っ た こ と よ り 、r S O 2 を 高 く 維 持 す

る た め に は L T群 で は P a O 2 を 高 く 保 ち 、 A A A群 で は H bを 高 く

保 ち 、 T A A A群 で は B Tを 低 く 保 つ こ と が よ り 有 効 で あ っ た

と い え る 。 ま た 、 S c v O 2 と S v O 2 で は ど ち ら も r S O 2 と 相 関 し

た 。 r S O 2 は 3 : 7の 割 合 で 動 脈 血 よ り 静 脈 血 の 酸 素 飽 和 度 を

強 く 反 映 し て い る こ と か ら 混 合 静 脈 血 と は 相 関 す る こ と

が 報 告 さ れ て い る 1 ) 7 ) 。 さ ら に 、 脳 か ら の 静 脈 血 を 多 く 含
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む S c v O 2 の 方 が S v O 2 と 比 較 し て よ り 強 く 相 関 す る と い わ れ

て い る 9 ）。  

頸 動 脈 内 膜 剥 離 術 の 際 の 脳 血 流 の 評 価 、 肺 酸 素 化 能 が

低 下 し た 状 態 に お け る 呼 吸 管 理 、 C P B や P C P S 時 の 灌 流 圧

や 体 温 調 節 、 あ る い は 大 量 出 血 時 の 循 環 管 理 を 行 う う え

で 脳 組 織 酸 素 飽 和 度 を モ ニ タ リ ン グ す る こ と は 有 用 で あ

る と 考 え る 1 0 ) - 1 2 ) 。 現 在 本 邦 で は N I R O Ⓡ に よ る t i s s u e  

o x y g e n  i n d e x ( T O I ) と I N V O S Ⓡ に よ る 局 所 脳 酸 素 飽 和 度

( r S O 2 )が 使 用 可 能 と な っ て い る 。当 施 設 で 主 に 使 用 し て い

る 機 種 は I N V O S  5 1 0 0 ®で あ る が 、前 額 部 に 貼 付 し た プ ロ ー

ブ よ り 2 波 長 （ 7 3 5 n m と 8 1 0 n m） の 近 赤 外 線 を 発 光 、 吸 収

す る こ と に よ り 大 脳 皮 質 の 酸 素 飽 和 度（ r S O 2 ）を 測 定 す る

も の で あ る 。 い ず れ の 機 種 に お い て も 標 準 値 が 規 定 さ れ

て い な い た め 数 値 の 解 釈 は 個 々 の 患 者 毎 の 検 討 が 必 要 と

な る 。 B a s e  l i n e の 8 0 %以 上 ま た は r S O 2 値 で 5 0 %以 上 を 維

持 す る こ と を 推 奨 し 、 こ れ 以 下 に な っ た 場 合 の ア ル ゴ リ

ズ ム と し て 、 心 拍 出 量 の 上 昇 （ 輸 液 負 荷 、 i n o t o r o p i c  

a g e n t・ 血 管 拡 張 薬 の 使 用 ）・ 吸 入 酸 素 濃 度 の 上 昇 ・ 輸 血

（ H t < 2 5 %の 場 合 ）・ P a C O 2 の 上 昇（ 4 5 m m H g 以 上 に 保 つ ）・ ポ

ン プ 灌 流 圧 の 上 昇 に よ り 脳 へ 酸 素 供 給 を 増 加 さ せ 、 次 に

体 温 を 下 げ る ・ 麻 酔 深 度 を 深 く す る ・ 神 経 保 護 薬 を 投 与

す る こ と に よ り 脳 の 酸 素 消 費 量 を 減 少 さ せ る こ と を 提 示

し た 報 告 が あ る 1 ) 。今 回 の 検 討 で は 、P a O 2 と H b お よ び B T

に 関 し て は r S O 2 と の 相 関 を 認 め 、 上 記 の ア ル ゴ リ ズ ム に

一 致 し た 見 解 が 得 ら れ た が 、心 拍 出 量 に 関 し て は F l o T r a c

Ⓡ に よ る A P C I お よ び P A C に よ る C I 共 に r S O 2 と の 明 ら か

な 相 関 関 係 は 認 め な か っ た 。  

T a b l e  7 に 示 し た T A A A 群 で の 神 経 学 的 異 常 の 有 無 に よ

る 比 較 に お い て 神 経 学 的 異 常 を 認 め た 群 で 高 齢 で あ っ た

こ と よ り 高 齢 者 で は 低 酸 素 脳 症 の r i s k が 高 ま る 事 が 示 唆

さ れ た 。ま た 、神 経 学 的 異 常 を 認 め た 群 で の 麻 酔 中 の r S O 2

の 最 高 値 が 低 か っ た こ と に 関 し て は 、 低 体 温 麻 酔 中 の 適



- 11 - 

 

切 な 体 温 管 理 や 人 工 心 肺 中 の 灌 流 圧 を 含 む 循 環 管 理 に つ

い て 、 今 後 更 な る 検 討 を 要 す る 。 さ ら に 輸 液 バ ラ ン ス が

多 か っ た ( p = 0 . 0 3 6 )こ と よ り 、過 剰 輸 液 に は 注 意 す べ き と

考 え ら れ た 1 3 , 1 4 ) 。 手 術 時 間 ・ 麻 酔 時 間 が 神 経 学 的 異 常 を

認 め な か っ た 群 で む し ろ 長 か っ た こ と は 、 手 術 が 長 時 間

で あ る こ と よ り 術 前 患 者 状 態 や 術 中 管 理 法 が よ り 重 要 で

あ る こ と を 示 し た も の と 思 わ れ る 。  

本 研 究 の 限 界 と し て 、 後 ろ 向 き 研 究 で あ る こ と が 挙 げ

ら れ る 。 具 体 的 に は 以 下 の と お り で あ る ： ① 各 症 例 の 麻

酔 管 理 方 法 は 麻 酔 担 当 医 に よ り 異 な る た め 、 使 用 麻 酔 薬

や 輸 液 内 容 ・ 量 が 厳 密 に 統 一 さ れ て い な い 。 ② 麻 酔 表 記

録 に 不 備 が あ る 症 例 が あ り 、 調 査 期 間 中 の 対 象 か ら 除 外

さ れ て い る 。 ③ 麻 酔 記 録 方 法 が 異 な る た め 、 群 毎 に 収 集

可 能 な 指 標 に 違 い が 生 じ た 。 今 後 は 、 麻 酔 管 理 方 法 を 厳

密 に 統 一 し た 前 向 き 研 究 が 必 要 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 今

回 臨 床 上 最 も 問 題 と な っ た T A A A 群 で の 術 後 の 神 経 学 的 異

常 に つ い て は 、さ ら に 細 か い 術 前 の 脳 血 管 障 害 r i s k 評 価

お よ び 体 温 管 理 を 含 め た 麻 酔 中 の 管 理 方 法 に つ い て の 再

考 が 必 要 で あ る 。  

脳 組 織 酸 素 化 指 標 と 関 連 性 の 深 い 生 体 指 標 と し て 肺 酸

素 化 能 ・ ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 ・ 体 温 が あ げ ら れ 、 適 切 な 脳

酸 素 化 状 態 を 維 持 す る た め に は こ れ ら の 制 御 が 重 要 で あ

る と 考 え ら れ た 。  

本 稿 の 全 て の 著 者 に 利 益 相 反 は な い 。  
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S u r g  2 0 0 8 ; 1 3 6 : 9 6 2 - 7 .  

1 0 ) 山 田 直 人 ,  永 田 博 文 ,  佐 藤 美 浩 ,  他 .  分 離 肺 換 気 中 の

脳 組 織 酸 素 飽 和 度 － プ ロ ポ フ ォ ー ル と セ ボ フ ル ラ ン の

比 較 － .  麻 酔  2 0 0 8 ; 5 7 : 1 3 8 8 - 9 7 .  

11 ) M c Q u i l l e n  P S ,  N i s h i m o t o  M S ,  B o t t r e l l  C L ,  e t  a l .  

R e g i o n a l  a n d  c e n t r a l  v e n o u s  o x y g e n  s a t u r a t i o n  

m o n i t o r i n g  f o l l o w i n g  p e d i a t r i c  c a r d i a c  s u r g e r y :  

C o n c o r d a n c e  a n d  a s s o c i a t i o n  w i t h  c l i n i c a l  v a r i a b l e s .  

P e d i a t r  C r i t  C a r e  M e d  2 0 0 7 ; 8 : 1 5 4 - 6 0 .  

1 2 ) S c h ö n  J ,  H e r i n g l a k e  M ,  B e r g e r  K U ,  e t  a l .  R e l a t i o n s h i p  

b e t w e e n  m i x e d  v e n o u s  o x y g e n  s a t u r a t i o n  a n d  r e g i o n a l  

c e r e b r a l  o x y g e n a t i o n  i n  a w a k e ,  s p o n t a n e o u s l y  

b r e a t h i n g  c a r d i a c  s u r g e r y  p a t i e n t s .  M i n e r v a  

A n e s t h e s i o l o g i c a  2 0 11 ; 7 7 : 9 5 2 - 8 .  

1 3 ) B o y d  J H ,  F o r b e s  J ,  N a k a d a  TA ,  e t  a l :  F l u i d  

r e s u s c i t a t i o n  i n  s e p t i c  s h o c k :  A  p o s i t i v e  f l u i d  b a l a n c e  

a n d  e l e v a t e d  c e n t r a l  v e n o u s  p r e s s u r e  a r e  a s s o c i a t e d  

w i t h  i n c r e a s e d  w i t h  i n c r e a s e d  m o r t a l i t y .  C r i t  C a r e  M e d  

2 0 11 ; 3 9 : 2 5 9 - 6 5 .  

1 4 ) B u n d g a a r d - N i e l s e n  M ,  S e c h e r  N H ,  K e h l e t  H :  “ L i b e r a l ”  

v s .  “ r e s t r i c t i v e ”  p e r i o p e r a t i v e  f l u i d  t h e r a p y  – A  c r i t i c a l  

a s s e s s m e n t  o f  t h e  e v i d e n c e .  A c t a  A n e s t h e s i o l  S c a n d  

2 0 0 9 ; 5 3 : 8 4 3 - 5 1 .     

 



 

 



 

 

 



 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


